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Glass HoldCo s.r.o.の株式取得による Tescan社の完全子会社化に関するお知らせ 

 

 

当社は、欧州を本拠とする電子顕微鏡のパイオニアの１社である Tescan Group a.s.（以下、「Tescan 社」といいま

す。）の全株式を間接的に保有する特別目的会社である Glass HoldCo s.r.o.の全株式を取得し、同社を完全子会社

化すること（以下、「本取引」といいます。）について決定し、Tescan 社の実質的な株主であるカーライルとの間で最終合意

に至りましたので、お知らせいたします。 

 

１．株式の取得の理由 

当社は、社是「科学技術で社会に貢献する」、経営理念「『人と地球の健康』への願いを実現する」のもと、1875 年の

創業以来 150 年にわたって培った技術、ノウハウを生かし、社会の課題や要請に応える製品・サービスの提供、ステークホ

ルダーからの信頼の獲得と、企業価値の向上に努めています。現在推進中の「2023-2025 年度 中期経営計画」では、

事業部の垣根を越えて、お客様が必要とする「データ」をお届けするトータルソリューション提供企業への変革を掲げ、重点

事業や海外事業の強化等を重要な戦略としております。その中で、当社は、経営基盤強化等によるオーガニックな成長に

加えて、インオーガニック成長として M&A を含む戦略投資を進めてまいりました。 

Tescan 社は、分析計測機器市場の中で高い成長が期待される電子顕微鏡のパイオニアの１社として製品の堅牢性

及び操作性が評価され、マテリアルサイエンス、半導体、ライフサイエンスの領域において、欧米・アジア地域等世界 80 ヵ国

で累計 4,000 台以上の販売実績があります。走査型電子顕微鏡（Scanning Electron Microscope、以下、

「SEM」といいます。）、集束イオンビーム走査電子顕微鏡(Focused-Ion Beam SEM、以下、「FIB-SEM」といいま

す。)の他に、透過型電子顕微鏡（Transmission Electron Microscope、以下、「TEM」といいます。）、マイクロ CT

等の精密計測機器を取り扱っております。当社は、Tescan 社の「表面観察分析」技術は、当社の「成分分析」、「物性分

析」技術を補完する役割を果たし、当社の成長性・収益性の向上にも大きく寄与するものと考えております。 

当社は Tescan 社と 2024 年７月に業務提携契約を締結して以降、ビジネスパートナーとしての関係を構築し、当社

の分析計測製品のラインアップに Tescan 社の製品を加える形で協業してまいりました。2025 年２月には、両社の共同

ブランドの第一弾として「SUPERSCAN SS-4000」２機種の日本国内での販売を開始し、日本語対応のソフトウェアやマ

ニュアルを整備して、据え付けから点検・修理などアフターサービスまでの付加価値の高いソリューションを様々な研究機関

向けに提供できるように取り組んでおります。現在は、「SUPERSCAN SS-4000」に加えて、「SUPERSCAN SS-

3000」や「SUPERSCAN SS-2000」の販売も開始しており、共同ブランドの拡充を進めております。今般、両社の関係を

さらに強化することで、世界市場に対して「表面観察分析」と「成分分析」、「物性分析」から得られるデータを組み合わせた

トータルソリューションの提供を加速し、中長期的な企業価値の向上に資するものと判断し、本取引の実施を決定するに至

りました。本取引を契機として、足元で協業が進む SEM のみならず FIB-SEM や TEM、マイクロ CT 等の Tescan 社製

品の、当社の顧客網及びサポート体制を活用した販売強化や、Tescan 社の豊富な取引実績を活用した当社製品の販

売、両社製品を統合した新製品・アプリケーション開発に取り組んでまいります。 

 

２．異動する子会社（Glass HoldCo s.r.o.）の概要  



2 
 

（１） 名 称 Glass HoldCo s.r.o. 

（２） 所 在 地 Libušina třída 863/21, Kohoutovice, 623 00 Brno, Czech Republic 

（３） 代表者の 役 職・ 氏名 

取締役 ペトル・リーガー 

取締役 ウラジミール・ラソツキ 

取締役 マレク・ネフヴァータル 

取締役 シリル・スードロー 

取締役 パベル・シュステク 

取締役 ジャン＝シャルル・チェン 

（４） 事 業 内 容 管理業務及び組織運営や経済活動に関するサービスの提供 

（５） 資 本 金 107,213 チェココルナ 

（６） 設 立 年 月 日 2020 年 1 月 13 日 

（７） 大株主及び持株比率 CETP V Glass 2 S.A.S.  100% 

（８） 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 記載すべき該当事項はありません。 

人 的 関 係 記載すべき該当事項はありません。 

取 引 関 係 
当社と当該会社が間接的に全株式を保有する Tescan 社の

間で業務提携契約を締結しております。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態（チェコ会計基準）（※１、２） 

決算期 
2022 年 12 月

期 
2023 年 12 月期 2024 年 12 月期 

 連 結 純 資 産 0 チェココルナ 4,177 百万チェココルナ 4,102 百万チェココルナ 

 連 結 総 資 産 0 チェココルナ 7,381 百万チェココルナ 7,814 百万チェココルナ 

 連 結 売 上 高 0 チェココルナ 3,316 百万チェココルナ 4,026 百万チェココルナ 

 連 結 E B I T D A 0 チェココルナ 285 百万チェココルナ 627 百万チェココルナ 

 連結調整後営業利益（※３） 0 チェココルナ 146 百万チェココルナ 475 百万チェココルナ 

(※１)Tescan 社が Glass HoldCo s.r.o.の傘下となったのは 2023 年１月 31 日であり、それ以前の 2022 年 12 月

期の経営成績は全て 0 チェココルナとなっております。 

(※２)１チェココルナ＝7.6 円。 

(※３)のれん償却費控除前の営業利益。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 CETP V Glass 2 S.A.S. 

（２） 所 在 地 
2, avenue Charles de Gaulle, 4th floor, L-1653 Luxembourg, Grand 

Duchy of Luxembourg 

（３） 代表者の 役 職・ 氏名 社長 ウィリアム・キャグニー 

（４） 事 業 内 容 子会社の株式保有 

（５） 資 本 金 19,688,165.40 米ドル 

（６） 設 立 年 月 日 2022 年 10 月 20 日 

（７） 純 資 産 93,385,475.16 米ドル 

（８） 総 資 産 131,863,355.95 米ドル 

（９） 大株主及び持株比率 

CETP V Glass 1 S.a.r.l.  71.41% 

Glass Founders a.s.  17.57% 

Orsay Group S.A.S  6.70% 

（10） 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 記載すべき該当事項はありません。 

人 的 関 係 記載すべき該当事項はありません。 

取 引 関 係 
当社と当該会社が間接的に全株式を保有する Tescan 社の

間で業務提携契約を締結しております。 

関連当事者への 記載すべき該当事項はありません。 
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該 当 状 況 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の 所有株式数 0 株（議決権所有割合：0％） 

（２） 取 得 株 式 数 全株式 

（３） 株式取得価額（※４、５） 

約 678 百万米ドル（約 1,058 億円） 

※別途アドバイザリー費用等で約 11.6 百万米ドル（概算額、約 18 億円）を予

定 

（４） 異動後の 所有株式数 全株式（議決権所有割合：100％） 

（※４）1 米ドル＝156 円として換算。 

（※５）最終的な取得価額については、株式譲渡契約書に定める価格調整によって変動する可能性があります。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2025 年 12 月 25 日 

（２） 契 約 締 結 日 2025 年 12 月 25 日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2026 年前半（予定） 

 

６．今後の見通し 

本取引に伴う当社の 2026 年 3 月期の連結業績予想に与える影響については現在精査中であり、今後、開示すべき

事項が発生した場合には、速やかに開示いたします。 

 

７．アドバイザー 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社がフィナンシャルアドバイザー、クリフォードチャンス法律事務所がリーガルアド

バイザーを務めました。 

 

 

 

以 上 

 


